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巻頭言
1.""""て""""""""".
 山一㌦',.一画畷稔

 1.水産界876号西ドイツの新水産物取引法(鰯
 1本藩進)を読ん狽購壷覚え恕こ一と苧酬㍗締の鯛と
 対立する資本主義1頭I家灘のノ員㌘あるの艦・雫事態よれ.はその
 管艦は淡の様延。統制約雪であることである。

 -/惟管大臣が隼慶水藤物僕給静鰍定める¢)生産着と甫揚9
 .'茸ノ段階麟入納金操業期馳絨る契約をむすぶこと紬索
 トること、即セリや入札廃止の繊があるこψ)鰍圭持雛二金
 協離)瀬の裏金として取引重量餉の負挺金の徴収臓榊
 低利融資牡)遊郭市壊連合会の鰹譲と機織ク}増産、晶蟹食上、取
 引改善、晶蜜あ最低基準依歳を員釣とする規馳機屋ケ)関係着の
 ■,報沓義務その他

 しかし市場.統制を内容と幸歩、自餉取副鑑穣を建前とする
 から、この藩葎には強制手段の雛舳いとあるから当岬瑚
 .もないこ主であξう。この点が餉費本嫡の辛舛あ左もの
 か去紬ぬが、西ド〃自躰於ても効果に凝間・を持つものが
 ある左記さ犯てある捗・岡群生もれ灘的には述べ帥千
 あるが亜・関係者の自覚と協力健・甥緒して一紅・の幸葎の劾慕を
 ≡繍して屠られ蝉忠愚える二
 1ツ馳鯛申唐机聞ふさ舳ファγ女ムIペセパヲーむや
 1,.、り方と3ソミ里.キム、・スクーフソ・のやり方のど邑か違うのか区

 1別舳かなか残雅経済や繍に靴r鮒が鮒く注鯛.壱
 投げたところで'笑に附せら肌るだげであろう一が、そ肌睦して

 ・も公薬物を私物より糧末にし勝であり、短気であり、・身内は圃
 .まるが他人との臨響鰍少いと効れる、日本人の場合"一自覚"
 =汝待っていつの目虻効果が踊れるか多犬の嬢間を持つものであ

 る0。、一。

 自分達.が直接閥邸関鮒る漁蟻物や製品.が後の艦の率は衰
 ・く仕切られながら消費者の買値は同じとべう実態.を見ていると

 呼戸も鯛部面に蘭心曹紙叉大いを莞叩ぺきで.あると思
 一。
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 〔協同組合雑感.〕
 、元.山泰雰

 現代費卒主塾杜金曜話伽て溶擦属艦禽絃、費漆と率働とが瀞
 '杭的麗係に立つ事なし健生薩していけるもの胃あ為。腫その摘
 に多少ぬ中間商人の介入は蕾定し難いもの喝ある邸・・。

 漁枇於ける漁餓二の鯛鑑識坤る濾鍵鶴局組納し七
 一も同様であり、.その組織を通じて漁業着の経済艶、栓:会酌蝿.佳
 ⑱向上と生産力の牢遷を図ゆていくべ害.艦輝㌘泣ければ斑ら海
 .へし幸いのよ戦費雛よ'つて作・影鞄漁髄も、その鯛
 にそりて成長し、発展レてきてい奏かと鼠うと“砕青し垂そ5

 であると・胞那軸どこ差もあ統率鮒組合騨㍗レ・.て多
 鼓を占めている弱小漁業着が蟻か率螢霞壷登出し合い、宣大緊1
 本家に滞抗して、更紀鶴岡艦念の室な間題点だ。る流通過懇.の合
 理他を舳曇、商蛙資毒の一中閥蝶興を錐陰しも漁難.細地位を
 I向上していくのである。ζれらの鮭瀞事簾は年毎楯発一肥塗り、

 飯鋼業{鯛、事執借用離雛璃擁事辮と多卵嬢瀦
 .さ宛てきている。・しかレ漁協が艦の鶴肉親会と翼って》ザる点倣
 一跳財⑳漉糞組合蒔代よ.りをうであつ淀:よ5に漁業権の享有固体

 苧翅団体であるという箏である。巴肌秤あるが為にその地区内
 '健居住青る痛段はいかに零繍漁墨であっても、叉半農半漁地籍

 鮎㈱森マ本、剛.舳る雛の漁賄あ・りても一応出資.して
 '漁笛を榛威しなけ肌ば起らな仏。叉鰹済事業を行わなくても.、

 或胞組合の行う経済事録の恩恵に預ら塗くても組合員・と柱る亦

 一である・・..・
 ζ犯を別な立場か色.見ると、・この漁業獲の管擾固体マあるが

 敵肥、上ぼ坤休漁姦費漆牽の搬堂㌧縄童加あ、下は漁美縄手ま
 でが同じ鰹各馳なりてい恕くて捜ならない。期も飽の壷商鰹

 砧肌、拷雛他搬し.くなって{.そして鰹鯛率繧傘
 俳る替鯛鮒璃麟鐸紬て㍉漁紬多くの銅壷よラ・㌣^
 商・臓鯛擁帥平い千、如弗鰍多くの調㌣顯、雛
 及五で♪、る感じ銚する〆・
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 二・、三年来氷揮氏郎漁繋坤鮎が印検尉泌てぎて
 ているが・ω辺で忠心・・切って漁・魅蝉鯛含釣倖椿より脱皮
 させ・産鯛納盤格呼薫1も泡しちも舳の.猟なかろうかα
 要する胆へ漁村経済の蓋箪となる漁観を蒐集して{く為健も漁
 業率の管鯛俸事館離区別してみること昏靴。ら・れる・ξの.
 二つの性椿を属時嬢内愈』ているが酸鱈、漁協の壷.済專繋が伸・
 ぴなやんでい・るし、父す“眠親会が整趨さ鮒奪け肌ば恋亀紅一く

 なつ二でく榊である・催・漁村呼欝籍I触彰の戯外雑か.ガ
 伝統,と、溝馳ひそむ徴捗嫡繕があるよ.ラ鴻歩紬るので
 轟曜一夕揮麹り一旬る事が出莱るもの㌘はないが、邑,の辺で充分
 枝諭を要す'ざ周題ではないだろうか。
 次岬同組枇事細鱗鼠岬あ鳥・蝸I瞭牛奉仕団俸砕

 ければ溢らかい。笛同艦禽一組おけ尋案定原員壌占奉偉虹則⑳飼係
 はデI,ケ岬トなものであり、襯蟹検討さ肌できてい㍍協同観=
 1綱繊、紬1紬1榊
 利鮒擁護し.ている・と邑枇継鉢あり、抄本質蛸餓幽.
 ・体にある一ので一ある。だから鶴海艇合は組合負の薬局親識1音あり;

 雫帆敵する靴閥選㈹沁が1・そ。れ坤調す紬畔、..
 或噸蟹卵益のみ曹要求す.る淋鰍、、その本納沸周魁叙.
 が弱秤他し抽りべ即雛I延糾る放鰻な鯛と岬で湊=お.虹.
 たり=する咋紙一節畔の鋭.へ定の灘帥.鱗即.'
 に応峠も㍗あ・り1ド般維馳利濁⑳.み蝿求しぺそ1の擦主・
 前し干軸正1いう'即雫杜し千一レハ・の申して、協確和
 押賦そ、の.雛采雌潜を雛し伸張す・る為の組納あ二奉坤
 この方甲で奉仕すべき'である。即島漁業着の日常生活.と結びつ
 舳艦軸一難して運営さ.氏雛した鱗蝉一峰率一吹泰
 肘ぺき去あ.る1・曜“1ら緩雛が室俸嘩邸と仙え、碑
 合員への奉仕・鮒雛とい浦を全然忘れしま一つ;輸・韓
 蔵経禽娃康り童たない。夏大費本窄滑携する為の薬局組織㌘あ
 迄Φ青紫奉⑳欝纏捧膝要である事舷云烹婁雫も漉辿・が、その賢
 泰が鰹合員金郡燈偉立っていく費奉埴一なけ犯ば笛属艦禽蓬藪の
 本質にそお注いだけ㌘なく、鶴鼠趨。会とレ・.う織の幻想肥圭ら如一

 ・.3、・



 れて資本主義社会⑳永久飽嶺手奉仕†歓こ・と紅牝る雫.あ窟5o・
 我々は鴬鉱款い浅執醤しい琴唱漁謡の帥方蜜みつへ
 反饗し榊く硝糀渡軌喜ラか撮漁箆楓糠鏑嶋共繭鞭
 あり、鰹溝欝業国保嘗熟る^差いラ靭を譲識して、鶴詞鰹含ξ)蕊
 魏肥立つ漁藤の曹威強槻黒っとめるべき・噌あろう⑰

寒.中水泳一

 エ醤廃水子傭調蛮の淀め、,軍人沸禽姓操水色渕かけ把時の事。
 そ牢ヨ操水の手筈が埋りて、鐙干潮健ぷつつかり、調査艦は砦
 .つかと浅瀬に腰を播えてしまっ把dこうなれば溝潮まで待つよ
 り外ない。そ犯から2時間、潮漱.輯ぴセタヒタと舷渥打ち審せI
 て来た。〔ざあ鎧莞だツ!)張り瑚った]〕曽、もラ1o分も待
 r:ぱ艦瞳嘗一総記動くの肥、あい纏く彼砿〃せっかち"といおれ
 る日本人の典型'駒牢繋質を持つ、ていたのである。一切≧水竿を
 実.う援った蓮喧良かつ抱が・月.・筆の先那砂の中にめり込んで1
 と界恋さなつ牟。'実っ張っ勉反瀞の方樹に般が動く⑳竿物理的.
 を覇錬である。般瞭と馳なくなっ乾筆傘ら段々はな犯て行<O
 ○酋朕撃を睡命に引っ繋るがだめ寺ある。こ㌧二、三秒のうち
 に.陵牢華塾寧から麟すか、一そ馳と。も魯ら般嘗けって竿年身を委
 蝸へ.、ψ榊許を溺ぱ㌢ぱ奔ら次い辛いラ極めて一軍大な決
 厨を直ら犯たポ甑看を逮ぺぱをの身涼蜜金、後着を運へば、そ
 。㊥軸け与貫の体重を支え1る紀義り健も糾・。悪くすると折飢
 て寧,も.白と鳥海胆飛ぴ邑な事も蓄えら犯る・o彼は期せ屯して前・
 着を運九一心一く、ラだる㌔泰だ水泳する健は時期皐声0傍し時
 礎にあそか9.社0足こそ銀健桑りているも②、止俸涼もう莞金
 に舳仙る・沸営馳云う榊ぱ、そ④一綱伽聖心臓か
 らむ占そ5θ㎡醸馳走溝面連あつた駅で易る〇一換性之緯雫口毛
 電ω幸鄭を発見した育代賢人をヲらみながらも身をもってこれ
 ・ら法町がうそ、でなか申た箏垂菅定レつ㌧、}翻異様赴奇声を発
 して水位ノ舳鼻ぷ{鰍の渥中に没し走のである。野分の後フソド
 7r・っ下半身は毛布を蕃きっ肪亮狡の婁が甲板に見ら肌た。
 〔取的の丑残入9か〕ζ続々・享簿異嚇譜3史ト老トヲ・エト
 セけ、.の冷やかし催すっかりふ右え上り淀彼が答えで胃く
 〔寒中本弊も叉良き齢〕とは云り泡かぎうか・…o

・4.



 第四次まぐろ、かじき延縄漁業調査及
 対馬暖流水系海洋観測報告について

 一調査員竹.†寛.・

 熱ま一えかき

 当調査船照南丸を使肌て昭和".年産矛4次まぐろ漁業
 試験と併用して、対馬暖流水系海洋観測を兼ね前次航海に引

 続き一南方海域で実施したのでそ⑩概要を下記のとおり嗣載す

 る。

 尚本次野海も矛二次航海より実施中の率ま美大島、吉仁星商
 警学校水産科実習生(5名)の実習.(航海も連用術及漁ろう

 実習)をも寒歯した。
 ※調査の要旨

 本次航海泳錨めμ0度固イ50崖平ρ度前後④釦査洲
 園したが南下中ヤップ昼近海に小台風発生の泡峰針路を酉'何
 レた闘係上矛1回国の操業を5崖亙!35度～30慶固附近

 で実施し、中型タパチのや、奥い(漁獲率3一仏ノ%)漁夫見

 たの確続砕㌣.た舳白目舳舳省馳帆く早鯛下
 操業調蟹を実施十'たが各海域とも瀕菱喝非后に悪く調勿φ甘
 醐あつ走絶域の繭銚帯油の械坤顯年“的胴
 ため出率寺李次航海一の繭益を完了した。・
 ※海洋調査

 鹿児島県開聞先あま美大島サンドン岩哨及呼鉦しセ穣寝虚
 帥即郎う調豊中儀8イ坤気象及醐ブル八州
 採取を実施し泡(.張料別紙の頼り.)一
 ※漁業調査

 卿くる畔を印して咋叩餐咋施し帖
一般漁況

一般海況

 C)経緯度別漁獲状況

 d)経緯度別魚体調査及魚種別出現状況
 e)繍及クレモナ製漁具の比較

 一ぷ一



 fビニール製重油タンクの使用貿麟、
 9)菜の艦一般状湿“

 繍鯛の設備及漁具の讐。造'・{I
 (ラ岬(・当轟発刊・{ザ眉報プ抑毎(4㍑・.岳帥ク～ぷ
 !).35年鮒!次まぐろ漁棄試臓及ぴ鱗調謹報脅姐妙
 .て事・,・・参照=

 ※琴碑窺闘犀・研調薮瑚闘
 包)爾謹.船懸竃鬼ラ葛ニラ2瑠亭。o腺
 b)幾撤麹鰯禽網愁3グ錦～.繕μ冒巖塊鑑盤滋

 、鰯融舛隼境琴脈観蝉旗人灘
藻鰯興即毎盈場鮒蘭禅窺鶴子灘

 。)藻麹麹鰯嘗叙卸紬録/一肩銚圏
藪昭棚3盈隼畠扇8.弼

率繋躍鰻.."潤
 一d).。漁場　パラオ南東至ニューギニヤ沖合
 eう鯛鯛蕊数.・順..

 琴r.鑑一.藩.、準・
,太平洋縦断観測
 .益箪岬率一帯響溺.準率興ル.弗の噌濁鳶灘鮒坤倣繍.鯛
 栖⑳和党郎と.締鯛・搬率磯鯛騒銚繍醐
 曇馴く、〃魔理辞.に.潜?て職名麗琴～・㍑率慨縄筆触達
 耽療遺森瀦蛾と駁軸配讃留水醒蔦㌘遣～省一ダ更)代と療箏∫

 、u.案.蟹二平坤.紅杜・る,貞水艦蝉濃.しμ脇戦なりて.舳も
 欄本邸〃七漁.境〃確.菱礼蜘雛し,舳砿.鎚
 ノぷ繰漉～昆。-o榊懸離滋餌鍵疑と竜1篶㍑芝)㍗息。構舵一

 蹴鰭滋して伽る。娃嚢数鰭州・て奄灘驚艦滋鉗)褒鰯垂瞭
 ∫ヅ乏折㍑孝.雌蟻平線蝸㍗∫・案岳…唯秤丘㍑
 つて.いる。

 b)漁鑑蹴遼..
 糠蜂蹴和雄及鑑灘如鉦鮒舵洲服む晴昆鰍
 示す。勢地秘解る昨々枇雛齢て二は率甑戯平
 線倣騒ク・廣一期附近肥茜島灘苧愚講亭へ己⑳堺纏瑛.舜のポ・

 千4F



 鯛一・鴻遇～(帷拡縦戦艦繋鉗㍑蝦
 代の最渉猶曹示していた。一.叉～二⑭鎧域脇駆娩悟も籔翁暫竜

 塩素鮒融んとなつ㍗。級こ㍗師・5酋一鴻溺～
 μ0魔輔近の反流磁雫腔東流法欄鍛盤してい篭よ.う

 燃・㌣熾戦馳予㍗・
 ※漁獲率及魚種別出現状況

 矛1嚢は櫨獲扇鐵及瞭濾蟻撃を示し泡様妃掻擦讃些も鎗鍛金

 く芥漁四ノ姑。崖麺、o麗縦遼響雛寧の髄録背臓ぷ%翻鐘の

 蝉蝉繍榊施繍㍗.為よ㍗施為淋鯛遼那♂%
 代と恋づセ非鷺租不漁㌘あつ島喜漢罰、タ書・ク麗I轟鰐遼噌。

 鰍芳ダ岬メペ争の中型㈱と濾麟邸5飴と轟融鰍
 触外海域嚇触費鰯干.鰍㍗鵯鯛銚雌鱗
 a7飴代

孝一図
 .Iに灘簗し

 淀。鈍乏一
 二μ確 戸輝載⑳

禽趨別趨.
翻獣滋敏.
 .粛バ脊鋼

 大・灘登.響一

3四一路}一

 ク。酪&一.

 汲む弗ハ

 'ダ鎖芭れ

 聴駿簿1く、
 一茜か如、

もろかお

 ⑳漁鍵滅一

非鷺船歩

 く・金離鰯一

 を通り激・

1_∴∴1
 。よ購ダ蝉パ
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 離率0.05%鎧窺躍絢忽弥生陸っていた。蝉メバチ、キバIダ
 魚衛誰成は後述する齢延箸綾城ピ毛特別なモー・膚批克ちれ青

 秒入蝸った鱗㍗夕采巻海輝とも鯛・.〆・刈〆代の
 キメヂの混獲が博多かマ菟様であつ淀。.

 琢健かじき類の魚偉牡、艦に中麺で海域別な漁獲巧寒動嘩あ一
 まり・明1でない様である。

一方去図

 14Ｎ～02Ｓのstationのposition
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第一表
漁獲量及漁獲率表

注
上段漁獲尾数

下段漁獲率%

 ()内サメ喰
 ()内サメ喰漁獲率%



第2表 魚種別出現率表 注
 上段漁獲尾数（サメ喰)
下段 出現率%

キハダ

メバチ

クロカワ

シロカワ

バショウ

 外・.酎

 サメ類

 異の他



 ※魚体調査

 a)体長体重組成

 矛・森体長の分榊払友ぴ今1飢体重との細裏淋
 馳二"チ・キー破あま・り跳毛一ドは紬平φな
 いが、年ハダ肥ついて庖体長!00・C囚以下の魚群と々0・C泣
 叫3∂㎝ρ鱗〃汀は体長!3・一μ・㎝の森練幸一
 ドがある。・かじき類にりい・て倣漁蟹尾数が少い.6で窮榊
 い0..一...1

 b)魚種別雌雄割合

 れ鮒鍛漁鋤の睦醐各を示し去Iもφ切る。綿
 穂薬雄釦多く各操業別に見て・も確が4い6矛7図一目操繋で
 は一"テ39扇測扉中"尾蝉で一座倒駒に多Iいち一郎の
 準の多抽専一は当所青.実施レ紅各航海とも兵蓮な義象である。

第3表

 体・長体重相関及分布表(キハダ)



第4表  体長体重相関及分布表(メバ'チ)



第5表
主要漁獲魚種別雌雄割合表

 ※その他の事項

 a)サメ類の被

 害について

 本次調餐で宰香
 海域とも葬鴬に

 種姜…窒葦宕;髪多く矛ノ

 圃操業の5双㌧

 437理騎後の

 潅城は縛に被讐

 蹄目立?r:いる。

瑚島最轟初.6%

 哨。%Iであり乾。

 赤道附逝では割

 合歩く、・4b%内外の鐘讐牽てあつ淀。

茅6表  サメ類による被害率

 注　上物とはキハダ、メバチ、カジキ類
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第7表

操業 時間
操業所要時間

 D)ビニール製重油タンク使用試験
 矛4次航海より違競ど皇一〃製璽滋クソ〉を髄満しで林る肚

 が今・だ帯別な鰯宙翼枇認め的ないよう榊μ繍
 海は冬期であった為タγクに注油する鐙含、ど呈一〃が麗

 質。となり若千.国難した程儀1であり走0一

 ※経費

 a.)扱公

魚種

メバチ

キハダ

 カジキ頼

バショウカジキ

 サメ類

貿数

9550

 る0工3.

23テ4

 約8ao

約13製

 平均単細壷・額

3島9531名732

3名86'209633

 〃987銚m、・吉。
 4α00ユ000-

 240θ.ぷ機000

尉63班3式苫0
 亭穀耕一れ〃式5∂
 書黎・4'曇8ユ∂

 い。

 ｂ)支出

 一'あ○衛費

 迎(産経産菱ゆみΣ

重油
 }ば二種・榊θ4
 ・讐一機.、{佃94.

 {ク狂

 二5組〃。

 ̀牝ω.
 易業ω



 ２、冷水費

氷

ソレオン

 冷凍サンマ

 ４、消耗品費

一般消耗器材費

操業図



操業日誌





第四次航海航跡図及観測点





 開聞岬～サンドン岩



 水温鉛直分布図　st1～st9
 (開聞岬～大島サンドン岩)





 昭和32年1月19～1月28日
 繍響一・・

 8班ノ.三茅''

 (982搬.産)≡繕一走套瀞

 亙w平80『9貰盲'.
 s苫47より矛～轡員
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 試製品"うしお煮"について
 .二一・・二爵一穣

 先冒姓賀底試の鞄困撞鰯が繁内事為て岡県承窮翻工讃潰⑪方

 ・が本率永撃撫エ繋1箆離船瓢、本離愈靴れ金史書、貫
 ・“れヤ靴邸唾噌五げ榊紫持.雛あ鮒喧柿,の皆鯛
 試黛され流乏:みえ=ζ、耀並場憂からも今・後試製や毒騒する土絋
 ヤ争い.干参紅鮭禦藷早榊批評減9.港ζと微靴帥が
 乾く黒㍗勤峠の内の丁鯛苧"顧翻鰍除くこと・と鮎
 の鵬る嘉§・ζの鹿㍑いて倣敢と帆一旛反卵慧畢.曹静つ.
 亡い辛の氏.い剛着雛燦醐争後の芳純?1バ語し,
 榊鰯裁靭1と滞る酸としも傍世て本鰯者の菅穣から、虞
 く本女1悌肥ちい一て替種の御碑詳を躍ることが神船紳後φ
 φ著として、翼健ありがたいこと㌧思う淡矛である。

 (１)うしお煮製造試験の着想

 正目李人賦魚食国民で竿ある歩、欧米人健助ぺてたんぱく蟹
 一時鴎物性たんぱく賀のとり方がムいことが、鯛触も、
 俸竿蝸か宇も論ぜ帥叩り・特鴻堺島県鮒そあ妙
 と云う全国平均肥瀞して牟、=県琴平均は都帝で2骨の!農蒋
 で払分の1程度であえ.ため、本県食生活改善連動の重要目穣
 の一・づがこ㌧肥置か肌ている;

 ユ近ごろ牲ミネラ〃流行がピタミγ流行健とってかおる勢恋,

 ある。

 ユ…艦1薮即・叉中体給食.私㍗、.貫・へ〃ツ鰍坤
 撃†今型のトザイ魚竜郎る状混牽那牲㌧頭部、岬、琴
 ひ肌は繍が出家で紅轡の十㍗し舳,卒園が舳ば
 肥料姓利用する僅で、大書撃分法チ幸繋揚肥レ・ツ鉋・する穣であ

 孔とこる』力}部批ヵ〃ウ㍉鉄、㍑なぎ1ネ.㍗
 が多い・

 仏蝉触三一γダκ操華の輝犬叶牟・わ6寺、、紬物蝉
 融癌之産一差一ぎる・鯛去い一の気鋤峨のれ蝋すク鰯や

一家穿_



 テ'テソ憾が肇・場す.芦弓とが年一く,なったが、戦前以経験によ
 ると紬〃鮒ギ背骨の粉カ1シヤ舳杜牟ぬぱかり鮒
 1、む一しる・重い一と㌘把しポ率.鰍鮒城塞好辮ま
 糞わらぬ舌で"セボ米“チヲーダイ"よい噌でいたのを思い
 だす。

 5罐詰徳傷春期間が暴騰一点で寧分なも・が、個分肥も空観代の
 占める割合が大きい61

 尾.臨穐、書夢隼ず息月本場ですパ曝付罐詩を髄造しているどぎ

 ぴ、〃トで加崖蒸気健よる殺菌準備中の.窺場信し.凌らく立っ

 て見でし・掩が、かねて上釦の糠な事欄鯛念頭にあり彪あ氏
 係員に講じて、内姦だけを除い泡す♪緩体の丸⑳薫㌧を5尾
 ・ぱカこ勢も鰯の鮎醜並1平もらいも触揃鯛餓1終
 帆から1寂即試銚絨こべ顧釦・1ぺ都労平緒僻食ぺ
 帥海、、べの部分練歩くI吃、ち辛?と食用帥姉晋誓
 もなかツ熱。

 Z…万ポ茅坦チ〆γフイμムが年製資材として伸びるだる5
 苧請1伸蝸奉緩繍闘で見表めで・当時紬市内隼無か・
 っ完の響講事セ見たメーカニに照会し泡φレて入雫し㌔

 (2)うしお煮製造試験の経過
 !お主管の規碧かっ伽洗ので、一躍請製造が幣り・.千イラー蒸
 気一械う{二、㍗1を健坤く杜州畠伽ま繋磯購年率バ
 バ㌘製紬蟹・I儲鯛氏欄1、雛机肋静附の艦
 いる伽晶鋤調費蜜欝祷む匁釦畠鼓・葦一醐叫試簸曹行っ施。・
 孟館三1鰍善セ可食観分の錯舳鯛包凱よる金品単繍
 の引下げをねらいとして進1め老いと考えたのア、県の餓課、
 公衆街鏑ぺ雛研究臥.農鰍疑鼠.孝赦給食鯛その他
 関係方面と密接たI違籍をと的なが産,、.大病院、嵯校、自衛隊

 など圖俸給食を'していると崔る炬'すシブ〃曹緯僕して宣伝を.
 飴あ走。一∴

 ユ奏用新案ぐらいとって置い潅方が、今儀何かにつけて面白・
 か一るうと考えたので、県商エ線内一の発明協.会と相談し、父上.

 剣8・



 飢港・奉欝蟹遼翻融輸鰺浮氷襲弧聯鏑和畔'抽撰臓黄..
 蜜簿て辮榊行きバの護6野鍾為」降るか紬、∴坤
 '手鯛鼠鞠の鰍棚か寿榊鎗意㍗襲蒐鍵牟
 器麓ぺ㍗=も義つ泡と包る・襲用灘鑑よ碧も旭.砂レ戸専翼籍許
 で鰹願書てみようと一仏5とと.嬢恋勾帖鋼事薦嬢㌘蟻曝愛猪
 番.・皆一儲願躍34・一クタ掌喜。衰義一村さ着1一島'今夏翼衛身の
 決窟釦。ある一だろ。ラと思うニ

 ニ'咋帥舳みいる研射袖苧があるの咋坪帥戦殆
 .ど手がっげら肌なかっ泡が、一命隼1月下旬牛ら2月上旬優熟.
 1壷て職掌鮒臓呼す〃㍗細て鰍行って
 liも宇舳とζろ・築際給食昨購入雌崖し・部が来芦徹
 に牟.?た。や収り出かけていり†よく説明する必奉加差るζ
 .主を蔵ε淀。・

 臼.)今後の方。針

 1今ま.でのと・ヒ6鰍研物必要かち、脇が脇的鱗人事
 のできる〃を主として鯛トアベイ〃零時るw
 -1圃数が比較的少いが“中型及ぴ小。型φあらゆる犬象魚紀つい

 一て鯛する州である・本型苧邸、干今と搬岬に'く
 1いと思5・ま寺大すパ碓の欠きが鰻慶であろうか・炉
 峻ツ・一ザ4魚はそれ位の人さまでであろう。

 騨長鯛の即熱で.舳w舳わ馳るとは一岬え帥る
 」がや鰯帥」雛鰍弱いビータミγ・珪抽純州し、
 従って隼晶とし七その供給源鮎咋求めて居るので、ごの意
 1は慶外視して箆・㌧、ム戦なかろラか。
 争藪の人員1こ給細る団体方副峨予維謹文献よつで猟
 師審馳供給師1が襲え帥るか6、書方はこの方面の需
 琴搦緒一に努めたい。'

 宇ツ才'のナマ芽碑より・楓中つと保存カが奉る、ので、仙綬家虜

 農二桑慧幾桑業二ご幾二㌶箒章
 ヒ要量'劇馳となることが多カ寺っ淀。'
 1..・_θ9_・㌦



 ５、ライフアンその他の包装資材を仰するε一と章研卿で帆
 サバうしお煮
 ◎うしお煮とは∵ざ一∴

 さかなの値段に写るしい変動があ苧あぽ留萌で剛個時でも
 瞳べら純ラも㌣で淀～㌔叉やナい魚は往々艦麗が馴叩τ
 保鮎いか舳い・もの舳る6鰯請は=ζ.の締傘邸=密総
 代と讃鯛が滋?.て寮く舳食品・キ亭ラ・“手・1。試製一晶(う
 し蜘幸一〕はさかなの即帥碗金準率べらへ←かもあ縄
 慶像苧1率牽'く≠率』≒崔ふを賢繭とし準食品で斎簿牽鳳粋壷.使.∵
 扇し乍ψ首1加会鯛鯛し榊・脇?一
 ◎醒威房の塊韓」(4φ∂母r)ぎは㊧場合.
 脇紛氷蚕たん鰯麟腸・一助w牝・蝶)麟働調帥,.、
 れ招窺争予確乎孟循倣鈍鮒坐雛!3榊卿5:郷6o蝉μ
 鯉騎榊ぷ一雄仰蜘845一〃0職392.・〃0
 麟魚雌魚.5砕年6・〃9..・&7鮒・岬各・岬5
 (愈碗紅海一ぺ島一まし納牟翻傘柵㍗組成分一で.あ弟)'
 (鰯鰭も崩秀鼓寧億磁講要覧圭り〉

 γし蒲煮a

 .∵◎20円で摂取できる栄養比較
 （鮮さば、さばうしお煮、さば詰）
 たん白質　脂肪　灰分　カルシウム

銚自褒.
 鉄　熱量

 鉄(田錫燐㈱.・,一熱

 し.二

 θ聯一㌔



 早特徴、。
 ・)売会蝋1慰舳牡へ坤坤き∴.
 ち)ζの・ま.州、^肉牛二も食べ呼給食桑簑晶…'
 ・)種明秤種肘ぐ鮒る…
 d)発育酌岬榊雛馳レφ遼.、

 ⑥うしお煮の簡単な料理方法
 灘そのい.抽懸する場命.㌔
 短襲艦を紬・ホ〃一)プゾ1言ネーズツ㌧ヘギ

ニllチ1ヅ∵∵∵㍗lll㍗
 蟻調璽、掃翠す高1擾合一

 ラし率雛才舳叉はμシチ角叉紬く雌。ぐ・い鼻び.
 一峨臨ばん気一』“ベグ茅'叶亨1ラベ、㌣.チ
 ポヘ冒プ㌣㌣ゾ瞭雫吟.外ニベ㍗∴
 ユ②1瞭僧牟ど:,.

 鮒⑳苧麟賦も坤な壷舳銚管も李雛ぺ1包ξ宇一七・
 =す。.、`・一..・1..ミ

◎  ◎一P

 薩南海域まぐろ、かじき漁協(矛7報)一
遠洋漁業部

蟻漁混

 鏑鰍鯛・パδ郎昨薫配り蝸牢ゼξそめ率触
 艦贈糠臥匿側室藻糞覗淘区隼ルて館す。
 棄糞郡癌医憾前月の同機さも④漁薩が藩予宕るの蚕咽殆えを

 蒐陰導性伽。を⑦淀め大多籔④撤贈他縄蘭輯区得集中一している。
 ヒ⑳藩医のま恋葛漁勘は率握'・32漢㍉7.書6慶牝.簿盤8魔}

 孟膿鵜奮㌘坤雫炊㍗卵健坤べて予兆㍗響・
 糠纏碗②虫要1伝もg.は佼誌とし七去ソ〆胃ク炉最も首位を畜め
 ちよヨ獲率.で脚立.5%と紅。次収辛.きはだ、めぼち⑳値となり一
 州舳帖公州舳ぺ、・・一一、'・一・ニベ、.

 宗ワ.土・・.





漁況調査表



漁業漁況図



 ヨコワ（クロメジ）引きなわ漁業

 （主として魚群の動き）について
 ～=も十鑑楽奉纏して㍗泡碑時掌中心とする薩南海壊邸旨ゴワ引・
 なわ漁業準潮く復調の薙が翻れ飴坤たの楓昭繭39増?であり

 一泡。.

 μ年波〆摩離率糾る航はも竜ろん納1臥.賊
 、鶏李1蜜雛争曝漁騨糞〃鵬(・～鈍・～わ馬力)
 .準.・、冒鵬!舳鰍鱗馴目⑳水加批;坤の騒紬塁す
 。る蝉つ呼軸・鮎鰍鮒謙狐る犠鮒1得為髭と斬.戯来
 泡.の鷲とし恥コブ観灘⑳動批㍗て調㍗雫果秤べて
 みたい。

 琴鯛初師慮鰍v舳鱗鰯呼泡.と幸鰭夕撃細じ
 くして開粥轟から就蜷紳禽惣掬いて重籠.ツの蔓1なお軸艦襲鐙

 鮎って擬義さ弧鎗め泡⑬撃鮒,董…μ雫繧蚤って轟呼グ
 写魚藩葦⑫動く斎礒が買商沸含・と属奉推葦横…と想二分.さ鰍.る姓…婁

 って;40-80貫の黒マグ田をノ艘5目3・咄払本漁魔する塚

 機担恵ま郎たが閥もなく消滅し泡。参譜ま。頂肥枕崎.に翻ける・

 醐30年g,水揚高を閥します・、
 月別隻数賛数・整弔均月別隻鼓貿藪=愛平均
鐙貫貫

 ノ5302j為0〃.雄9〈9229

 27Z22身4ば名485ギ26!65
 層〃ム808μ躯'蜥〃・仰6
 “。〃。朋・臼多菊。挫'蜥6榊
 ぷ4ユ丸るヲ8,5辺8忍1デ202仏事7喜昆0クー
 4/53.〃ぷ28息82仏ク8寄

 リ湖ギベ(3押榊・
 87、縛4、〃・海バ鮒8
 95雑鮎㌶～3564



 醗酵代あ強運鵜伴いヨヨフ引かあ準率興醐妃慧り年周書れる漁
 躰舳吃も鯛財ζψ嫉卵、?蝉降板(錘さ打
 ソ平)鰯転鯛紬車鮒外乍べが普及し鰍
 ㍗,㍗㍗ブ蝉蹄羊1中あ氏鯛轡午舳ても夫
 ・鯛習雛紳亨辛残多くの努加1紬帆“
 燃灘の鰯崎牢1壷一納けるものも鋼く邪露の如く・月
 前予箏卿岬ら雛・触終蕎碑購瀞含貼健鮪湾
 ■(四璽)宕届。華麗ぼす租らば隼帰8ク肩訟上新案健専念;'する
 ことが可一鰯で加5る艶操繁鰹費として鱗斜の外健多妙の漁具

 檎蒐輿妾.見込む唆め薙傍一挺歩鐵の濫費で事冠る有利な事嚢㌘

 あか3午払奄綴小塑動鰻紀簸遼の漁譲と籍史ら耽る。小型籔
 一カ船の行動龍カを誇えに入れてド親の遡り嘩薬鰍固を立てて
 みき(別図参照.のζと)

 矛、〃期.海州逓海
 ・8月.上旬牝上擦と患わ駈るカツオ編奏舳4…:ρ算^一坊0塚鉦魑

 壌ゐ濾靴姶薫り㍑舳鰍鞭千111{繰漁鯛顯・～.
 60尾(此の期閥中2瑞桑る4堵母縄カ肥てグ90万円為雫
 し泡・も②がある菌)

矛4一類一五島逓潅

 45月～ノ2月経秤600}700旗と抵りカ弓オと麟肌荒
 単強で穣孝ちくる。

矛3窺統勝遠海

 ・!・2～3月慧俸700～グ00'0橡。と潅いけj、。カツ才〃

 3θ0匁大のもの一と混る。漁場撚醇岡鯛、懸島、蹴策畠、開
 闘番曹繕ぷ広レ・'範囲にあ起る。鏡鑑鞠の4～名月肥獄此の海
 区曜〃片口4フッ〃〃キビナゴ〃なぎ多いb

才4窺縮毛湾近海

 身'月妃枕騎の漁事が終ると殆んξ今時糧操業が闘錨されるら

 しいが今後嗣萱を要する0

日3仏



籔額惚

 戦街地誰滋"ニシン"
 ⑳激減を葡うか④轡
 に"4カ"が金術駒
 重要漉醒物⑳僅極健
 ②しムつて衆恕。ζ
 Φ"イカ"にも魔庄
 漁襲戯抄⑳衝碗が翻
 馳鎗めて蜘軌渥②
 強健亀頭蝪翁伽ても
香々騒人鰯擦錐猫胚
 嚢⑳愛蟻鍾禽⑳稼》㌔
 まき健婆を滴きんと

 する昌シヅ倣単に過藷曹語1課…

 …覇申夢と追想健轟貯書でい
 るのか心境ならぬ.叙婁臨嚇紗
 γ篠健闘いてみな伽ζと想慮

 しかと判ら狂い。酋易§敏類②
 瀦長紀植乱捜、海混裏襲、風

 甥の講話笹説明が畦さ牝くぎ荒へ魚類の生活奥の究明が原鬼
 愉牟観在廷糾パは、旨藩の撰覇上委ねる分野が多レ・。
 .ζうした一意から周類熱組;雇を縛ってみたくなる。
 番々⑳身翅㌘も蠣聴3ρ隼を最後とする本県近海の"マイ9.v
 〃と昭和84隼窮鵜靴沫る胃陶〃叩グロ〃など禽麟が葱陸兼松
 くなり、叉本県の釦き司剛の中絶復調と実例は少く舳・。
 寮濾の闘題曹巖肌て漁業瞭論ぜら肌祉い。漁業壷幽繁と1、で成
 茸させる為あ億ぼも漁誰の誰牽他が必宴笛島り、そのため絶え.
 サ遠撫投費を必。妻とする奉書巣とレて説議…の間圏が起るといっ淀=

 因果麗偶に躍るぺだ部漁濃躯)能率イ把鮭よって生歩る籟難な講問
 題そ肌書体が激業経済の発展を促するものと著釈するの瞭行き
 過冨だ.るラか。叉は生き抜くためのア前キと解すべきか。

(土.野)



 〔流魚〕
"バイオ・アツセイ"

第乎兎修

 最近バイオ・アッセイ(班肋亭鯛カ海る骨折接が大流行の穣

 で予一声二一郡㍗物客繍鰍亭の方鮒細・干飢て撃かし
 ..い.令室唯昨卵簡靴解決河る鰍苧つ肘測定の対象
 ・とな帥の腹餓掌繭雛を持つものすぺてか含帥ド秤の
 ∫率㌦雫帆1砕瀬から㌧アミノ酸、ホルモン、ビタミン等
 ..一、卵蝉.叫案二鮒戦舳岬る生物トζ致咋俊って生
 物部を鋭甑耕竿俸嚇あ動物培植物竜徴李物維まれる・
 岬一学㌣一I、一咋の織物鮒から水即濁の水髄鞘航
 .率.械㌣イ、†・ア・れれらぎる鮒い訳であ乱原理は簡
 単;で要≡・青る健、.試験しようとするものと、.標準となるもの㌧==
 '.つ曹調製こ一号虹簿戎る動骸'黒はオ痩骸一密入飢る。

 ∴春レその生体終渚睦蜜も怒らす物饗が稜檎物甲中肥含菱肥て
 いだとすれば.、その螢一体は繁殖叉は播藪玄るからも標.準⑳もの

 と蛾べて含有濃魔壱溺崖するの㌘ある。郷え.ぱ、'淡水腐生動物

 ミドリムシ(ユーグレナ)燃…劇1ソ・忠舳1岬ば繁殖
 しなレ・から、そ一の繁殖の度合がへ試鮮肥含.まれ・るB。之を纂出
 する。・

 '×X・一×.

 との間久し振らに蓬つ敏人坤.(肥っ㌣〕と為.栖.
 (肥っている事は,スマートさ肥欠けている事に壷寺る〕音から
 の相場ぽ'決っセいる。馬鹿でもヂヨソでも(あいつは頭が庭い
 ナ〕と云われたいだろうし、いくら年をとつ.ても〔あ肌は着い
 ナ〕と"す'柵たいだろラ。目の郎〔鞄前は州一・じや一
 ない〕という意蟻の事壷云われては甚だ7ユ州なので〔そう
 で事ない雑う〕と反椀しかけて止め淀。(やせてるよりも見
 いたる、大体'艶載撃より動物尭んぱくの擦銚1多いかム教.〕と
 虞肉ったつもり習義つたが、多しはξ二たえ淀かどうか…o



 試験揚当然の偉事である騨慶保持戒は防腐剤効果試験の脇
 判定紀は他多試験肥餅行して員官検費帆わゆる食曝検査を余饅

 な1さ舳狐納戦舛しけ㌣まもちる鵬衝舳い
 のだが、o殺健鱒慶試験な砕ζ30度⑳崖温機で見泡曝には星
 ラかと思豚帆る様抵状態まで放一っておかれるので大てレ、検査す・

 る時は色牽あせて悪臭がプゾと鼻健つく代物である。製品検数

 表繧は〔食瞭〕の頚がゲγゼンとして竈戴さ馳ている。止むを

 得ない。・日睦入札る、にがかつ恕り・駿?ばかり走り.する◎
 そ肌でも人が〔うんまだ庭い嬢だな)。と萎えば、そんな気がし
 て、口を動かす0不思嬢繧腹が癩くなることもなレ・σ製品がま

 だ腐りていなかったのか、胃袋が吏衆健出来ているのか◎その

 上納薗で遼凱金解されているので鷲釦1消化分解する鯛も
 はぷけて吸収が良いのか…。何れにしてもζの揚含の摂取

 走ん白の塗俸利用筆は詣そらく.～00%ではあるまいか。肥る

 一因がζ㌧にもあるらしレ、1;1貫で毛〆毛ットだ。耳官駿軍催
 地例して賜るとすれぱこれは広い意1楽での'“イ者・アゾ毛イか。

XX・×

 一峰隼来、続けているかつお内臓刷用試験、内麟芦切り牟り刻
 んだり、こねまわしたり、黒芯罎煮たり蒸し泡りして汁を銀っ

 ているがその汁が叉、黄色輔つ帥、乳白であつ泡り、ジュ
 ーヘヤクア“宇興減ぜ・愚は争なめ。て見る。変卒レ・一がらりぽ
 さがする・やが七はリド.サ.のエ帆なる品物を(人体を使1っ
 た刈才・アッセペ〕箏を州.バレ・るう舳、覇超流途
 端〔9ケ目ツヨ〕と鳴き出さねば良いが'・・
 それにしても〔ホウ;ラまそうなツーセージだな、ざれ一つ〕

 とつ蝸ぐい†る⑳を川オ・ワセィとして累のないものだ
 とす肌ぱ、何千方と会う公金をつまみぐいする悪質な汚職簿は
 刈孝一アゾ州の・〃簸偶〃たお

側37日.



奄美短信
 ◎あま業火馳輔・は沓④鮒・砂師びの植付・かんしよの
 植え付けと忙しい。野年紅自一百合誰若葉の蔭肥匂ひ。坂なず
 岬馳え一九々と照りかえ峨ヰを鋼として撮生している毛
 錐が見事である。内地は此べて四季⑳変化の乏しい大島も砿

 月になると陽気はまさにたけ柱わ蓄葉が茂り新緑の候健ふさ

 はしい㌧そして邑の短信が活字午なるζろ干は大島ではも'う半
 袖シャツを麦藁帽手といラ夏姿に変りていよう0

 ◎旧⑳3目3目〔浜下り〕とい、全戸こぞって海辺.健或は遠く

 馳馳三瞭鮒苧携えて終日遊ぴ暮す風習坪あり念場鯛
 窪族もζ犯購ならなて午後から工場内潮室でさかづきを変じ

 た。.桜があるでは一なし金く殺風景で法あったが,..o
 ◎3月29目分場長鹿児島出張から帰場すると例健よって分

 揚長を囲んで交渉経過留拝1聴す一る。静か泡またま桜島の水族
 館に及ぶとよ・し壱肌では今度の目躍日行って見ようという訳

 に行かないだけに各木夫々桜島の勇姿を壊しく回想しながら
 籔蘂しつ、き、いる次矛

 ○そ洲皐は戸今度の出張で川ミハソなる珍らしい?そボ
 ・フ道具'式を丘慶渥帯帰えつた。運動樽艦は別健要りませ

 '牟かと佃麿坤榊してからヲケハを握ってMの岬崎
 老0転ん玄も必ら青ラケツトを振り魍している東郷庄三1郎0

 〃・〃の記2明を''通目を通した㌻け紀一目の長のある西1稜駒

 附プ蝸序の調不軌亭僕達附らしそラ縦ハ'
 の周り購騨り、一トソダ方向から呼声が湧いたと見ると塀趨紀

 馳が"⑳育雛醐を送りてい走りする。長離分場の
 放露後であ嵩。

 ○仏月μ・圓操確丸でさ1名ζ縄周g石拾いに出掛お揚長'行。
 大鶴:に連11鰯45肋麺三く接逝…して矯=壊≒し走。ζの辺.健瀬舶ある

 鮒舳が板付納も転馳走かと接近する主観を吹いて.竜
 丸下を始めたそうだ。背中に牢乾が階箸していたと艦証を
 りか。乞ているとζるをみるとりり'そζね走魚で勉ないが艦に

。38'



 40岡はあったろ;、とい5o

 久根津を根拠吋る≒ヤク'チギ字本年警紀2・頭を糟劉へ
 いの分場㍗も㍗飢岬帥る㌣平チ叩婆嫡=々望 見沌る。.ヅ
 そ㍗えば徳之馳出張峠時卸手立?杷榊が々そこの
 海.を指して呂の一蔚燃榊馴鯛以上も岬ψまして雛
 ほは今にも鱗が前上るか差錨身.吃?や師まやなた牽持って部藩
 剛咄・てい帥でし・たが黙目れ触一爵づセくれ毛①慕にノγ
 ピ.フ、し平静珊る・.一.一・・.一.(1里、工揮)

 ・欝

 標識票を見つけて下さい
 ソーダカツオ（メチカ）

 /㌣1二∵紬

 ごの標郎一郎ラ蹄を調査するたや隼・き牟儀
 の矛二背ド㌣に付して≡放流←衣もデです二'

発見隼月.目

 率.早・翠・研.
 発見され.た方は拳・琴一'の.珠、紐と匿璽を㌧誇・.

 ・票の符琴号グ岬碕ダ、一、・.
 僅・蕨氏名1./

 潟簑続繍}轟け下さ
 い水産試験場　鹿児島水産試験場

 ・3ヲr.・=・.、.



本../場目 .露

 i・

 遠澤部・I.4月〃!圓一…
 試験般熊蘭丸、南方¶.4・口漁業試蝉の為幽港、調奮員竹下稜
 繍・ぐ

 、・沿岸部3月31目
 海産権あゆ事業(牛根漁協主の楽同試験)初年慶としては良
 好、簿内⑳新規事票として今後の発展を祈る。

 4月ノ61ヨー

 ささな.み号、薄肉八田嗣取締り甲動(漁放課より依風)
4月47目

 先進地視察打合せ(於漁連会談竈)人員権威は揖村田亘クラ
 ブを中核とし日本海沿澤六ク所兵庫県までとし引率者淀本試
 キり2砧決城・・..・.・画

 幸§葦直者脛佐用10同

 港島藤波調費を依頼してある各理調査員?会合を行い・前年
 慶、薪隼慶の経過及ぴ方針嘩を協嚢した。・
製造部4月3目
 回本水霞会でかっお内磁健麗す弓矛2国自g発表1を行っ走。

4月16目

 利周面⑳狭い・ソーダがつおでうしお煮製造試験を行い良好な
 結果を傷た。(載料一.沿湊部琵僕つ

4月!9目一
 一関楓者を招き、うしおソーセージにりいての意見変換打ち合
 せ会を行っ'た。

4月上旬}下旬
 立場触即雛の水賜納行.
◎o

 染大島分揚メモ

 3月ジ本場面州主事予算打合せ来場
 3月!・;断戸内靱随木名小4}2年生場内見象
 3月16日分蟻長尾繭1隻…事希書予算矛r合せのた・め」=虜…
 3・月18貝江仁屋離プノ,増殖勅桑1面一壷
 3し月、!ヲ目漁政藻管内係長かつ淘漁業実態調査のため来場
 3月。201ヨも4く掬工言奉嚢菱

 3月..亭2言うに抑工摺導(調郷村・)
 31月2岬水産繰水流・肴幽銭繭柴場
 4月〃冒寸ざ増殖に関ナ弓報脅■製本完了
 4月¢目画銭師も4く駆宛讐幻②ため上慶
 4月5目・¶ク,墾磁蘭奮1(樺戸内甲11;案脚場).

ノ

 、ノ4ト



 繍嚢穣譲、

 ○連国の貝で室麟き想すりかりダコ曹魑1・滝薄物も、兜
 目の雨言こ少ξ匿㊤思レ、竜レ泡遵;凄塞澤講葦音孟季夏じてい拒。と

 ころが夜『差ζ荘鮮菱麦蓋毫典穿び妾の産道素書鶴戸建だつ滝1.とは

 妻5も轄ぞまし小〃瘡の雨.㍗奪鰹轟る。

 ○そし岬ζこ熱意茎穣か十日位む簡組五も六国繍げさま想.行

 さ三1三;隻1章:レ㌦費本の菜霧組瀞する水爆輿職中止要請繧

 艦一応棚欝意曹表しながら裏組薫わればζの仕打冒ど
 こ謄その藁意が茜るのか⑰

 '○雛醐と書5月は鏑雛馳・そ曾陸梓りて繊
 場の糞邸1幻雛加帥2隼麗へ帥換え帥る。
 一・隼の計が売星惚嵩るとすれば、本年窪の静㈱四月絡

 ある。

 〔うし鉛〕も叉新隼度組入った。試職場と繋界曹緒び

 つける磁媒葡とい1の(葦し完)締認鮒る蹄。
鰯集部'


